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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年２月期第１四半期 105,258 △22.4 2,771 △47.3 2,696 △46.6 1,868 △65.2

2023年２月期第１四半期 135,601 15.9 5,256 3.4 5,053 2.9 5,377 95.4

（注）包括利益 2024年２月期第１四半期 1,810百万円 (△72.6％） 2023年２月期第１四半期 6,606百万円 （119.8％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年２月期第１四半期 18.61 -

2023年２月期第１四半期 53.55 -

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年２月期第１四半期 158,166 61,980 38.8 610.48

2023年２月期 173,293 62,702 35.8 618.34

（参考）自己資本 2024年２月期第１四半期 61,296百万円 2023年２月期 62,086百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年２月期 - 16.20 - 26.30 42.50

2024年２月期 -

2024年２月期（予想） 14.00 - 21.80 35.80

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 190,000 △15.7 7,500 △13.0 7,250 △12.5 4,700 △37.5 46.81

通期 400,000 △4.0 19,000 1.7 18,500 1.9 12,000 △15.5 119.51

１．2024年２月期第１四半期の連結業績（2023年３月１日～2023年５月31日）

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益は、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2024年２月期の連結業績予想（2023年３月１日～2024年２月29日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年２月期１Ｑ 106,888,000株 2023年２月期 106,888,000株

②  期末自己株式数 2024年２月期１Ｑ 6,480,651株 2023年２月期 6,480,651株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2024年２月期１Ｑ 100,407,349株 2023年２月期１Ｑ 100,407,352株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実績の業績等は様々な要因により上記業績予想とは異なることがあります。なお、

上記予想に関する事項は、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報　(３)連結業績予想などの将来

予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第１四半期連結累計期間（2023年３月１日～2023年５月31日）における国内直営店の小売台数は39,266台（前年同期

比4.6%増）となり、第１四半期連結累計期間の実績としては過去最高となりました。その主な要因としては、前期オープ

ンした大型店が稼働したこと、既存大型店の小売台数が堅調に推移していることによるものです。小売台あたり粗利は前

年同期比で横ばいとなりました。

　連結営業利益は、2022年７月に株式譲渡が完了した豪州子会社の連結対象期間が2022年３月〜５月の３ヵ月間となって

いたことにより、1,278百万円の減益要因となりました。

　販売費及び一般管理費は、前年同期比で減少しました。その主な要因としては、豪州子会社の株式譲渡により連結の範

囲から除外した影響によるものです。一方で、個別における販売費及び一般管理費は増加しました。その主な要因として

は、インセンティブの増加、下期の大型店出店に備えた有期社員の増加などにより人件費及び支払手数料が増加したこと

によるものです。売上高販管費比率は13.6%と前期並みの水準を維持しています。

　以上の結果、当第１四半期連結累計期間の実績は、売上高105,258百万円（前年同期比22.4%減）、営業利益2,771百万

円（前年同期比47.3%減）、経常利益2,696百万円（前年同期比46.6%減）、親会社株主に帰属する四半期純利益1,868百万

円（前期比65.2%減）となりました。

地域セグメント別の業績は以下のとおりです。

①日本

　売上高104,701百万円（前年同期比15.6%増）、セグメント利益（営業利益）2,732百万円（前年同期比32.3%減）となり

ました。主に小売台数増加や販売費及び一般管理費の増加により日本セグメントは増収減益となりました。

②その他

　 売上高556百万円（前年同期比34.9%増）、セグメント利益（営業利益）0百万円（前年同期は3百万円の損失）となり

ました。

　豪州セグメントは前連結会計年度において、豪州子会社の株式譲渡が完了したことにより、連結の範囲から除外してお

ります。

（２）財政状態に関する説明

［資産の部］

　当第１四半期連結会計期間末の資産の部合計は、158,166百万円（前期末比8.7%減）となりました。

　流動資産は、現金及び預金が減少（前期末比3,503百万円減）したことや、商品が減少（前期末比12,114百万円減）

したことなどにより、115,159百万円（前期末比12.4%減）となりました。

　固定資産は、建物及び構築物が減少（前期末比331百万円減）したことや、建設仮勘定が増加（前期末比728百万円

増）したことなどにより、43,006百万円（前期末比2.8%増）となりました。

［負債の部］

　当第１四半期連結会計期間末の負債の部合計は、96,186百万円（前期末比13.0%減）となりました。

　流動負債は、１年内返済予定の長期借入金が減少（前期末比8,700百万円減）したことや、賞与引当金が減少（前期

末比810百万円減）したことなどにより、55,827百万円（前期末比13.0%減）となりました。

　固定負債は、長期借入金が減少（前期末比6,300百万円減）したことなどにより、40,358百万円（前期末比13.1%減）

となりました。

［純資産の部］

　当第１四半期連結会計期間末の純資産の部合計は、利益剰余金が減少（前期末比771百万円減）したことや、新株予

約権が増加（前期末比107百万円増）したことなどにより、61,980百万円（前期末比1.2%減）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2024年２月期の連結業績予想は、2023年４月14日に公表しました「2023年２月期　決算短信〔日本基準〕（連結）」

に記載した数値から修正はありません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2023年２月28日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 37,473 33,970

受取手形及び売掛金 3,927 3,961

商品 84,432 72,317

その他 6,173 5,436

貸倒引当金 △528 △525

流動資産合計 131,478 115,159

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 41,306 41,330

減価償却累計額 △16,873 △17,228

建物及び構築物（純額） 24,433 24,102

車両運搬具 236 236

減価償却累計額 △148 △159

車両運搬具（純額） 88 76

工具、器具及び備品 5,077 5,243

減価償却累計額 △3,362 △3,452

工具、器具及び備品（純額） 1,715 1,790

土地 136 136

建設仮勘定 67 796

その他 － 231

有形固定資産合計 26,441 27,133

無形固定資産

ソフトウエア 1,300 1,334

のれん 86 84

その他 2 2

無形固定資産合計 1,389 1,421

投資その他の資産

投資有価証券 0 0

関係会社株式 29 29

長期貸付金 76 950

敷金及び保証金 5,045 5,190

建設協力金 3,955 3,847

繰延税金資産 4,435 3,999

その他 449 441

貸倒引当金 △6 △6

投資その他の資産合計 13,984 14,451

固定資産合計 41,815 43,006

資産合計 173,293 158,166

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2023年２月28日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年５月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 4,822 4,004

１年内返済予定の長期借入金 24,145 15,445

未払金 3,812 3,083

未払法人税等 864 567

契約負債 25,336 23,440

預り金 309 459

賞与引当金 897 87

その他の引当金 342 342

その他 3,635 8,398

流動負債合計 64,165 55,827

固定負債

長期借入金 43,000 36,700

長期預り保証金 599 639

資産除去債務 2,643 2,690

その他 183 328

固定負債合計 46,426 40,358

負債合計 110,591 96,186

純資産の部

株主資本

資本金 4,157 4,157

資本剰余金 5,250 5,250

利益剰余金 56,738 55,966

自己株式 △4,344 △4,344

株主資本合計 61,801 61,029

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 284 266

その他の包括利益累計額合計 284 266

新株予約権 147 255

非支配株主持分 468 428

純資産合計 62,702 61,980

負債純資産合計 173,293 158,166
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2022年３月１日
　至　2022年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2023年３月１日

　至　2023年５月31日)

売上高 135,601 105,258

売上原価 113,198 88,142

売上総利益 22,402 17,116

販売費及び一般管理費 17,145 14,344

営業利益 5,256 2,771

営業外収益

受取利息 9 37

補助金収入 23 －

為替差益 26 －

その他 24 17

営業外収益合計 83 55

営業外費用

支払利息 271 87

為替差損 － 33

その他 15 9

営業外費用合計 286 130

経常利益 5,053 2,696

特別利益

固定資産売却益 54 －

補助金収入 59 58

その他 10 2

特別利益合計 124 60

特別損失

固定資産除却損 45 16

その他 15 1

特別損失合計 60 18

税金等調整前四半期純利益 5,117 2,738

法人税、住民税及び事業税 1,990 473

法人税等調整額 △2,443 436

法人税等合計 △452 909

四半期純利益 5,569 1,828

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
192 △40

親会社株主に帰属する四半期純利益 5,377 1,868

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2022年３月１日
　至　2022年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2023年３月１日

　至　2023年５月31日)

四半期純利益 5,569 1,828

その他の包括利益

為替換算調整勘定 1,036 △17

その他の包括利益合計 1,036 △17

四半期包括利益 6,606 1,810

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 6,226 1,851

非支配株主に係る四半期包括利益 379 △40

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（単位：百万円）

日本 豪州
その他

（注）1
合計

調整額

(注）2

四半期連結

損益計算書

計上額

(注）3

売上高

外部顧客に対する売上高 90,580 44,607 412 135,601 － 135,601

セグメント間の内部売上高又

は振替高

－ － － － － －

計 90,580 44,607 412 135,601 － 135,601

セグメント利益又は損失（△） 4,038 1,284 △3 5,319 △62 5,256

（単位：百万円）

日本
その他

（注）1
合計

調整額

(注）2

四半期連結

損益計算書

計上額

(注）3

売上高

外部顧客に対する売上高 104,701 556 105,258 － 105,258

セグメント間の内部売上高又

は振替高

－ － － － －

計 104,701 556 105,258 － 105,258

セグメント利益 2,732 0 2,732 38 2,771

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ．前第１四半期連結累計期間（自　2022年３月１日　至　2022年５月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分には、米国の事業を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△62百万円には、セグメント間取引消去42百万円及びのれん償却

額△104百万円が含まれております。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ．当第１四半期連結累計期間（自　2023年３月１日　至　2023年５月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分には、米国の事業を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額38百万円には、セグメント間取引消去40百万円及びのれん償却額△1百万

円が含まれております。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

  豪州セグメントは前連結会計年度において、豪州子会社の株式譲渡が完了したことにより、連結の範囲か

ら除外しております。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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